
これ以外にも「噂」はまだまだ絶えません。

「火のないところに煙は立たない」という諺

もあるくらいですから、何か背景があるよう

な気もしていますが、こんな話を過信して、

煙に巻かれないようにしてください。

必ずや訪れる卒試、国試をクリアし、見事

「魔法使い」になれるように、心からお祈り

しております。
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ハリー・ポッター――言わず

としれた魔法使いの冒険小説で

すが、最近になって読み始めて、

今さらながら、はまってしまい

ました。一人前の魔法使いにな

るために学校に通っている設定

ですが、考えてみれば薬学生と

状況は同じような感じがしませ

んか。患者さんにとってみれば、

薬剤師は病気を治してくれる医

薬品を調剤してくれるのですか

ら、まさに「魔法使い」といっ

たところですよね。

ところがこの「魔法使い」に

なるのが結構大変なんです。ま

ず、薬科大学へ入学し、各学年

の必修科目、選択科目（現実に

は選択の幅なんて、本当に僅か

しかありませんけれど）を修得

して進級し、最終関門の卒業試

験をパス。ようやく国家試験の

受験資格が得られます。ここで、

よく分からない判定基準によ

る、65％以上の正答率をクリア

して、晴れて「薬剤師」になる

ことができるわけです。実際に

私も10年ほど前は、四苦八苦し

ていました。

私は薬剤師の国家試験に、長

い間関わっていました。今回、

新聞にスペースをいただきまし

たので、この場を利用して、皆

さんにいろいろな情報を提供し

ていきたいと思います。

まず、その第１弾として、国

家試験にまつわる数多くの“う

わさ”を並べてみました。単な

る噂話から、かなり的を射てい

るものまで様々ですが…。

①国試は「電話帳」を３回やれば
受かる
皆さんはご存じないでしょうが、その

昔は「タウンページ」並みの厚さを誇る

過去問集があったのです。これを３回く

らい繰り返して勉強しておけば、国試は

大丈夫というものですが、私の友人は答

え（ただし番号だけですが）を全部覚え、

見事に落ちました。結局、すべてやり方

ですよね。

②問題の構成は「過去問」30％、
「過去問改」30％、「新規問題」30％、
「難問」10％と決まっているので、
過去問が完璧ならほぼ受かる
何を根拠にと思われるかもしれません

が、実はこれが結構いい線いっているの

です。

③過去問は、３年前のものが出や
すい
出題委員の先生方も、去年と全く同じ

問題は出せないでしょうし、あまり古い

のも……そんな風に考えていくと、人間

やはり「３年前」という数字が頭に浮か

びませんか。

④その年に話題になったものは、
間違いなく出る
大型新薬が出た、このような感染症が

流行した、世紀の大発明があったなど、

ニュースで取り上げられたものは、出題

委員の先生の頭にも強い印象として残っ

ているでしょうし、問題を作ってみよう

という創作意欲が、かき立てられるので

しょうか。

⑤出題委員の先生は、自分の「研
究テーマ」に関する問題は作らない
これに関連して作り始めたら、ものす

ごく難しい問題になってしまうからでし

ょうか。

⑥正答の番号は、ほぼ同じ比率に
なっている
仮に全部「１」をマークしたら、15～

20％しか正解しないってことですね。こ

れでは間違いなく落ちます。

⑦△△大学で受験すると、合格率
が高い
大学名はちょっと出せませんし、いろ

んな要素を含んでいそうですので、ノー

コメントとさせてもらいます。

⑧国試の制度が変わる前の年は、
合格率が高い
例えば出題数が200問から240問になる

とか、出題範囲が変わるとかいう場合は、

問題が簡単になると言われますが、考え

てみれば、確かにそんな感じがあるかも

しれませんね。

⑨生薬の問題が簡単なときは、薬
物動態の問題は難しい
これは逆も真なりです。根拠は全く分

かりませんが、言われてみればそんな感

じを受けるような気がします。

⑩判定基準は「正答率」ではなく
「合格率」
言われてみれば合格率は毎年80％前

後、これは一体何を意味しているのでし

ょうかね。やはり得点上位の80％程度を

合格にしているのかな？


